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エントロピー で, lnt正三角形と正方形の並べ方の総数≡WNIで定義するo また"vibrat卜





































球を高い密度につめる時の基本的な構造のunitは, (球を頂点に持っ )正4面体 (T)である
が,正4面体だけでは3次元 Euclid空間をうめつくすことが出来ない｡ DRPmodelにおい
て経験的に見出されているBernal多面体のうち, tetragonal dodecahedronは3つの4面体と
1つの8面体の合成と考えられること, trigonalprismは主に metaloidatomを伴 うものであ
ること,最近の Finneyと Walace'の計算機 simulationの結果を考えると, monatomicな非晶
質金属構造は,正4面体 (T)と正8面体 (0)の randompackingで表わすことが出来ると考え
られる｡
rと0をづないで行く時,その networkに現われる unitとしては,多少の歪を許せば 7種
類の plannarringが考えられる (Fig.1)0 R4は面心立方格子に,また,R5は桐密六方格子
に存在する結晶性のringである｡その他の非晶性の ringは歪に伴って localcurvature.を持ち,
-46-
